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要 旨
黒漆 は生漆に鉄粉ま たは水酸化鉄を加 えて製造さ れ て い る ｡ 本研究では , 精漆業者が 通常用 い て い
る針穴鉄粉を用 い て生漆に対する反応性 を検討 した ｡ そ の 際, 市販 の 鉄粉 (純度 min. 90.0%) 及 び
電解鉄粉 (純度 min. 98. 0%) と の 比較 も行 っ た ｡ 市 販 の鉄 粉類 の 反応性は 鉄粉 , 電解鉄粉 共に 高
く, 針穴鉄粉 は極端に反応性 が低か っ た ｡ 鉄粉類 の 反応性か ら の み考え る と, 針穴鉄粉に拘る必要性
が な い 結果 が得 られ た ｡
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1 緒 呂
黒 漆は生漆に 鉄粉また は水酸化鉄を加え て
製造さ れ て い る3)｡ 著者らは , こ れ ま で金属粉
末類 と生漆や素黒 目漆と の 反応及 び そ の 反応
生成物に つ い て 実験を重ね て き た 1,2t4
- 8)
｡ こ れ
ら の 実験 で用 い て きた 理化学用 薬品 と して 市
販 され て い る鉄粉 の 反応性は金属類 の イオ ン
化傾 向か ら予測され る より 高 い 値を示 した ｡
そ こ で , 本研 究 で は現在精漆業者 が用 い て い
る針穴 鉄粉 (針を製造する際, 針穴 をあける
時に 出る 鉄粉未) の 反 応性を検討 した ｡ ま た ,
市販 品の 電解鉄粉 の 反応性に つ い て も調 べ た ｡
2 実 験
2.1 試 料
生 漆 は 中国産 ( 高岡市 うる し の 柳瀬) を
使用 し た ｡ 鉄粉末は 針穴鉄粉 (高岡市 うる
しの柳 瀬), 鉄粉(関東化学, min . 90.0%, Lot.
No. 304D1284) をそ の ままふ る い に か け, 粒
子径38/Jm 以下の 粒度 の もの を使 用した ｡ ま
た , 電解鉄粉 (関東化学 , min . 98.0%) は市
販 品 をその まま使用 した ｡ ウ ル シ オ ー ル の 抽
出は既 報9)の 方法に した が っ た ｡ 生漆に 3倍
量 の ア セ ト ン を加えて 3時間撹拝 し, ア セ ト
ン 不 溶部を滅過 で除去 した後, 漉液の ア セ ト
ン を減圧 除去 した もの を使用 した ｡
2. 2 実験方法
素 黒 目漆 の 調整 は 前報2)と 同様 の 方法 で行
っ た ｡ 生漆4 00gを精漆器 (金沢市 本 田化学
製 S-50) に 入れ , 加熱温度を40℃以下に 押
さ え な が ら, 所定の 含水率に なるま で撹拝 を
続け た ｡
鉄 粉類 と生漆 と の 反 応は 既 報8)と 同様 の 方
法 で行 っ た ｡ 50mlの ナ ス 型 フ ラス コ に生漆10
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gに 対して鉄粉0.01m olを加え, テ フ ロ ン 製撹
拝羽根 (半月型 , 長さ5 0m m) を使用し, モ ー
タ ー の 一 定速度 で所定時間撹拝反応を行 っ た ｡
反応終了後, ア セ トン を加え, ア セ トン 可溶
物を濃縮 , 減圧乾燥 した もの を試料 と して 分
析 した ｡
2. 3 金属の 定量
既報4)と同様 に , 2. 2 で調整 した試料中の 有
機物を硝酸 と過酸化水素水 で分解 除去 した 後,
後述 の2.4に 記 した機器 を用 い て 金属 量を測
定 した ｡
2. 4 測 定装置
金属 の 定量には , 島津原子吸光/フ レ ー ム分
光光度計A A -680( 島津製作所製) を用 い た ｡
紫外可視分光光度計 はU V -160( 島津製作所
製) を用 い た ｡
3 結果 と考察
3. f 鉄粉類 と生漆と の 反応
(反応方 法 の 影響)
鉄粉類と生漆と の 撹拝 3時間の 反応結果を
図 1 に示す ｡ 縦軸 は ウ ル シ オ ー ル に取り込ま
れ た金属量を示す ｡ 左側 の 4本 の カ ラム は針
穴鉄粉 と生漆と の 反応 であり, 4本 の 内の 最

























針穴鉄瀞 鉄粉 電 解鉄粉
5 4 日間水 に 浸 した鉄粉 と 生 漆 と を撹拝反 応 す る
圃 鉄粉 を生 漆 に 加 え, 直 ちに 撹拝反応す る
署 鉄粉を生 漆に 浸 け24時間放置後, 鏡拝反 応す る
ESE鉄粉 を生 漆 に 浸け 4 日間放置後, 撹拝反 応す る
図1 鉄粉類 と生漆 と の 反応(反応方法 の影響)
用 い て 生漆と撹拝反応を行 っ た 結果, 次 の カ
ラ ム は針穴鉄粉を生漆に 加えて 直ちに撹拝反
応を行 っ た結果 , そ の 次 の カラ ム は針穴鉄粉
を生漆に 浸け24時間放置後 , 撹拝反応を行 っ
た 結果 , 最右側 の カ ラム は針穴鉄粉を生漆中
に 4 日間放 置後, 撹拝反応を行 っ た結果 であ
る ｡ 中央 の 4本 の カ ラ ム は市販 の鉄粉を使用
した 場合の 結果 で ある ｡ 反応方法は左側 の 4
本の カ ラム に対応して い る ｡ 右側の 4本 の カ
ラ ム は電解鉄粉を用 い た 結果 であり , 実験方
法は最左側 の 4本 の カ ラ ム に 対応して い る ｡
ど の 鉄粉も 4 日 間水に 浸け た 反応結果は , 秩
の取 り込み 量は減少 して い る ｡ 一 方, 鉄粉 と
生漆 と の接触時間が 長 い 程, 鉄の 取り込み 量
が多く, 静置中 でも反応 が進 ん で い る こ とを
示す結果を得た ｡ 水中に あ っ た鉄粉 では , 秩
表面 の 酸化反応が 起 こ り , 反応性 が低下して
い るも の と思わ れる ｡ また, 鉄粉 の 種類によ
る差 で は, 針穴鉄粉 の 反応性 は低くな っ て い
る ｡ 前報2)の 5種 の 金属 類 と の 反応 で は鉄 ,
鉛, マ ン ガ ン , 亜鉛 , 銅 の 順 であ っ た が, 本
報 の 結果 と比 べ る と針穴鉄粉 の 反応性は鋼よ
りも低く, 鋼 の 半分呈 しか取り込まれ て い な
い 結果と な っ た ｡
3 . 2 鉄粉葉頁と生漆と の 反応
(反応時間の 影響)
生漆と各種鉄粉類 との 反応を, 生漆に鉄粉
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図 2 鉄粉類 と生漆と の 反応(時間変化)
針穴 鉄 粉を含 む鉄粉類と生漆 と の 反 応
図 2に 示 す ｡ 縦軸は ウ ル シ オ ー ル 中 へ の鉄 の
取り込み 量, 横軸 は反応時間を示 す｡ 純度90.0
% の鉄粉 は反応初期 に は98.0%の 電解鉄粉 よ
り高 い が, 3時間以後 で は ほ ぼ 同じ量とな っ
た ｡ 針穴鉄粉 は反応時間が経過 して もほ とん 等
ど増加 せ ず, 3時間 で頭打ち とな っ て い る ｡
こ の こ と は, 針穴鉄粉中の 鉄成分 がイ オ ン 化
され に く い 状 態に あるも の と思われ る ｡
3. 3 鉄粉頬と含水率 の 異 なる素 黒目漆 と の
反 応
生漆及び含水率の 異なる素黒 目漆に 針穴鉄
粉, 鉄粉 , 電解鉄粉 を加え, 直 ちに 反応した
結果を図3に 示 す ｡ 縦軸は ウ ル シ オ ー ル 中 へ
の 鉄 の 取り込み 量 , 横軸は生漆及び素 黒目漆 写
の 含水率を示す｡ 電解鉄粉 , 鉄粉 とも漆の含
水率に 大きく影響さ れ , 含水率10.4% 以下で
は極端に 反応性 が低く な っ て い る ｡ 一 方, 針
穴鉄粉は生漆 でも鉄 の 取り込 み 量が極端 に低
い
｡ こ の こ とは針穴鉄粉に は漆中の水分量に
影響さ れ な い 合金成分 の 存在を示唆するもの
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図3 鉄粉類と含水率の 異なる素黒目漆との反応
3. 4 鉄粉頬と生 漆及 び ウ ル シ オ ー ル と の 反
応物の 可視吸収 ス ペ ク トル
鉄粉類 に 生漆を加え直 ちに 3 時間反 応した
反応物 の ア セ トン 可溶物, 及 び鉄粉類と ウ ル
シ オ ー ル との 反応物 の 可視吸収 ス ペ ク ト ル を
1 05
8CO 700 6CK) 500 400
l(n m)
図4 鉄粉類と生漆との 反応物の可視吸収ス ペ クトル
800 7 ∝) 600 5CO 400
1(n m)
図5 鉄粉類とウルシオ ー ルとの反応物の可視吸収スペクトル
図 4及 び 5に 示した ｡ 図 4 には鉄粉により吸
光度 に多少の 差が 認め られ るが, い づ れ も640
n m付近に 吸収 が 認め られ , 同じウ ル シ オ ー
ル ･ 鉄錯体を生成 して い る こ とを示 して い る ｡
図 5 は鉄粉類と ウ ル シ オ ー ル との 反応物 の可
視吸収 ス ペ クト ル で ある が, 図 4 と類似 した
吸収 が60n m付近を中心に 認め られ る ｡ こ の
こ と は
,
い づ れ の 場合に もウ ル シ オ ー ル ･ 鉄
錯体を生成 し, 鉄粉 中に 含まれ る他の 不純物
が着色に 大きく影響 して い ない こ とを示 して
い る ｡
3. 5 鉄粉類 の含有他金属成分 の分析
本実験 で便周 した 鉄粉類 の 他金属成分 の 分
析結果を表 1 に示 す｡ 針穴鉄粉 の 鉄 の 純度は
93.8% であり , 電解 鉄粉と鉄粉 と の 中間 で あ
っ た ｡ し か し, 電解鉄粉は, そ の 純度 か ら予


















一 方 , 針穴 鉄粉 と鉄粉 と で は含有他金属成分
に 大きな差は 認め られず, 針穴鉄粉 の 反応性
に 表れ た 極端な差を本実験か らは 説明 で きな
か っ た｡
3. 6 まと め
精漆業者は 黒漆を製造する際, 古く か ら針
穴鉄粉 を用 い て きて い る が , 本報 の 結果 か ら
は針穴鉄粉に 拘 る必要 はなく, む しろ電解鉄
粉 が純度も高く, 反応性が高 い こ とか ら黒 漆
製造に 適 して い る と思 われ る ｡
引用 文献 ･ 脚注





2) 前報 (第 9報), 蝿川 彰 , 畑 篤:
"
素黒 目漆 と金属粉末 と の 反応
''
, 高岡短期大学紀要, 8,
1 - 9 (1996)
3) 沢 口 悟 - , 日本漆 工 の研 究, 美術出版社 , 1972, p p.143- 144




, 高岡短期大学紀要, 3 , 1 - 10(1992)




, 高岡短期大学紀要 , 4, 107- 112(1993)
6) 蜂川 彰, 畑 篤 :
"
生漆と金属粉末と の 反応初期生成物 の 液体 ク ロ マ トグラ フ/質量分析に よ る
分子構造に つ い て
' '
, 高岡短期大学紀要 , 5 , 1 - 9 (1994)
7) 埠川 彰, 畑 篤:
` `生漆 と鉛及 び銅粉末 と の 反応
''
, 高岡短期大学紀要, 6 , ll- 21(1995)
8) 蟻川 彰, 畑 篤:
"
生漆 と混合金属粉末 と の 反応
''
, 高岡短期大学紀要 , 7 , 17- 27(1996)
9) Y. Ya m a u chi, R . Oshim a, and ∫. Ku m a n ota ni:
` `
Co nfigu ratio n of the Olefinic Bo nds in the
Hetero olefinic Side-C hain s ofJapan e seLa cqu erUr u shiol
"
, ∫. Chrom atogr. , 243, 71-84(1 982)
針 穴鉄粉を含 む鉄粉類 と生漆と の 反応 107
Re a ctio n ofthe Sap oftheLa cque rTr e e(Kiu r u shi)withtheIr o nPo wde r s,
c o ntainingIr o nSc r aps ofpr epa rl ngthe Eye ofa Ne edle
l)●
A kir aNIN A G A W Aand Ats u shi H A T A
2)
(Re c eiv edOctober31, 1996)
A BST R A C T
Stirring r e a ctio n s ofthe s ap ofthela cqu ertr e e(Kiur u shi)withtheir o n s craps ofpreparing the eye
of a n e edle, ele ctr olyticiron pow der, and c om mercial ir o npo wder w ere c arried o ut, Re a ctivity w as
deter min ed by the m e a su re m e nt of ir o nin the a c eto n e s oluble parts ofthe r ea ctio nprodu cts . T he
r e a ctivity oftheir o n s cr aps w as e xtre m elylo w. The re a ctivity oftheirons de cre a s edin the orde r
of ele ctrolyticir o npo wder, c o m m e r cial ir o npo wder, a nd theiro n s craps.
K E Y W O RI)S
Sap of la cqu ertr e e(kiu r u shi), Ur u shiol, Ir o npo wder
1) " Fin ejapa n lO
' '
2) Departm ent ofIndu strial Arts, Taka oka Nation alCollege; Futagzt mi-m a chi, Taka oka , Toya m a9 33
